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特集   令和４年度予算概要

特別会計･企業会計
35億 5,477万円

特別会計名 当初予算額（万円）
国民健康保険事業

介護保険事業

介護サービス事業

後期高齢者医療事業

再生可能エネルギー発電事業

簡易水道事業（収益的収支）

簡易水道事業（資本的収支）

下水道事業（収益的収支）

下水道事業（資本的収支）

病院事業（収益的収支）

病院事業（資本的収支）   

   

6 1 , 9 6 9

8 9 , 9 4 9

5 , 8 3 2

1 0 , 4 8 0

1 , 2 0 2

1 5 , 0 5 6

9 , 5 0 5

1 6 , 4 1 2

8 , 9 7 2

1 2 1 , 3 1 9

1 4 , 7 8 1

　町税は総額4億3,601万円で、対前年1,465万円の減収を見込みました。個人町民税は、米価下落等に伴

う農業所得の影響は避けられない見込みです。地方交付税のうち普通分は、人口減少の中にあっても、国

の予算により地方一般財源総額の前年度同一水準並み確保ルールが継続されたことにより、対前年度1億

3,000万円の大幅な増額を見込みました。国庫支出金の総額は4億5,882万円で、そのうち新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金については、5,558万円を計上しています。県支出金の総額は8億

4,651万円となりました。ふるさと納税寄附金については、令和6年度に1億円達成を目指して、令和4年度

は目標寄附額8,000万円を掲げて更なる推進を図ります。限られた財源を大切にし、有効に活用していき

ます。

特別会計･企業会計の総額は35億5,477万円で、日南病院の運営をは

じめ国民健康保険事業や上下水道事業など町民の暮らしに密着した

事業を行います。

一般会計歳入
67億9,029万円

令和４年度当初予算 成立

扶助費
42,038
6.2％

積立金
1,019
0.1％

維持補修費
31,022
4.6％

予備費
1,000
0.1％

公債費

75,903

11.2％

物件費

115,371

17.0％

補助費等
130,971
19.3％

貸付金
21,480
3.2％

災害復旧費事業
8,950
1.3％

繰出金
37,886
5.6％

総額103億4,506万円
（特別会計･企業会計含む）

普通建設事業費
114,785
16.9％

（令和４年３月末の人口４,２１２人で換算）

消　防　費
39,668円

★町民１人あたりが受けるサービスに換算すると
（合計1,612,130円）

予　備　費
2,374円

公　債　費
180,207円

災害復旧費
21,249円

人件費

98,604

14.5％

万
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議　会　費
16,464円

商　工　費
25,230円

衛　生　費
229,690円

農林水産業費
310,709円

総　務　費
279,237円

教　育　費
114,420円

土　木　費
133,760円

民　生　費
259,122円

高
齢
者
や
身
体
障
が
い
者
な
ど
、

福
祉
の
充
実
に
使
い
ま
す
。

※令和４年度主要事業に
　ついては「2022町政
　のしおり｣（｢広報にち
　なん６月号」と共に配
　布予定)に掲載します｡

歳 出 
（万円）
％は構成率

投資的経費
123,735
18.2％

義務的経費
216,545
31.9％

その他経費
338,749
49.9％

国庫支出金
45,882
6.7％

町　税
43,601
6.4％

地方交付税
292,000
43.0％

町債
94,060
13.9％

県支出金
84,652
12.5％

地方譲与税など
24,558
3.6％

一般会計歳出
67億9,029万円

負担金
など
50,719
7.5％繰入金

40,557
6.0％

繰越金
3,000
0.4％

歳 入 
（万円）
％は構成率

依存財源
541,152
79.7％

自主財源
137,897
20.3％

令和４年度予算案が令和４年第２回日南町議会定例会で審議され、最終日の３月24日に可決されました。

歳入では

　地域活動を支援していくため、新たに地域活動支援交付金を新設するほか、令和4年4月にスタートした

新法人とともに、移住定住対策の更なる推進を目指します。

　農林業では、引き続きがんばる農家プラン支援事業等を継続するとともに、新たな取り組みとして、コ

ロナ禍による米価下落の影響を受け経営が悪化した水稲農家の営農資金を支援します。加えて、老朽化し

たトマト選果機を更新し、町の基幹品目としてのトマトの安定的な生産と供給により、農家所得の向上を

図ります。

　今年度から認定こども園「にちなん十色」がスタートしました。教育・保育事業の更なる推進を図ると

ともに園児の主体性や学ぶ力の基礎を育みます。そして園・小・中が連携して、地域とともにある学校づ

くり（コミュニティ・スクール）を推進します。

歳出では

　国民健康保険特別会計における国保税は据え置き、引き続き健診の受診率アップに向けた取り組みを行

います。また、介護保険、介護サービス事業、後期高齢者医療特別会計においても、利用される町民のみ

なさんが安心した生活を送れるよう、安定運営に努めます。再生可能エネルギー発電事業会計は、新石見

小水力発電所の安全かつ安定的な運営を目指し、簡易水道事業会計及び下水道事業会計は、更なる経営の

安定化を目指します。病院事業会計については、PCR検査やコロナワクチン接種などへの対応等、地域医

療の核としてサービスの向上に努めます。

特別会計

といろ


